
開　催　日 １2月19日（金）１４：００～１６：００

出　席　者 　区民6名・担当職員2名

・スポーツ交流会協働事業について

・アンケート集計結果について

①スポーツ交流会事業の参加者対象年齢を広げる。

②組織改正について第４分科会の意見をまとめたものを１２月２２日次回役員会で

①スポーツ交流会協働事業について

○霞ヶ丘教室近況報告

　毎回１５名前後　継続が喜ばれている

○四谷中学・花園小学校教室開催予定日

　　花園小学校：１月１７日、３１日　２月１４日、２１日　３月１４日、２１日

　　四谷中学校：１月１０日、２４日　２月７日、２８日　３月７日、２８日

少しづつ参加者が増えてきた（毎回７名前後）周知効果がでてきた。

○チラシに対象を概ね５０歳以上としているが、５０歳以下でも受講可能とした表記をして参加対象枠を広げる。

②アンケート集計結果について

　　集計を通して感じたこと

　　・アンケート内容が協議会の細部に及び、難しい内容だったと意見が寄せられた。

　　　　→アンケートに真剣に取り組んでいただき感謝している。

　　○回答していただくことで協議会を知っていただくことができ、ＰＲ効果が得られたと感じる。

　　○地区協議会ＰＲ誌（広報）の掲載に参考になる結果が得られた。

　・すべての回答が団体意見としてだされているわけでなく、場合によっては個人的な意見の反映もあるのではないか。

　　○今回のアンケートは、回収数もふまえつつ受止めたい。

　　○特筆すべきは、活動を知らなかったが、今後継続を希望するものは、ＰＲ効果が大きかったと言える。

　

③広報誌編集について

　　内容の確認　①第２期地区協議会の活動報告　　②アンケート結果報告　　③第３期地区協議会の構想＝募集

　　　　　　　　　　　④入れ込み式の　応募用紙　　　　　仕様　　　Ａ３二つ折り中綴じ　８頁　フルカラー　　で検討していく。

　　　第３期の組織図、活動写真を入れ、活字を少なくしてどなたが読んでも解りやすい紙面を作る。

　　追記（会議後スケジュール調整を事務局で提案させていただきました。別紙をご確認ください。）

→裏面に続く
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④組織改正について意見交換

○第４分科会の役割と今後の方向性について

※当会議において、リーダーから冒頭に役員会、分科会委員の意見を踏まえた組織構成構想について提案がありました。

　本日の協議は、この提案に関する意見交換が中心となりました。

　以下の意見交換を踏まえて第４分科会からの提案として次回１２月２２日の役員会で報告する決定としました。

提案時には、今回の組織改正について慎重な論議を要望する声も同時に伝えることとした。

　　　　　　　　　　　　【組織改正に関する第５分科会提案骨子】

　①第４分科会の今のテーマは、他の分科会テーマと融合することで更なる発展があると考える。

　②広報部門を新たに創設することが、第３期に向けた組織改正に重要かと思う。

　③継続活動を実行委員会形式にして安定した活動をしていく必要があると思う。

　　　　　　　　　　　　【提案理由】

　・文化・スポーツ・コミュニティという広範囲なテリトリーをあらためて考えると、他の分科会のテーマと重複するところが大きい。

　　　（便宜上「発展的解消」という言葉が発言された）

　・第２期では広報という役割りを担ってきたが、以前より意見が出ていたが本来的に広報作成は専任部会がよいと思う。

　　加えて、広報部会は役員会直属の部署として、協議会全般を網羅していくことに専念することが必要だと考える。

　・地区協議会委員が活動すべてを担うことに限界を感じる声がある。協議会はイベント団体ではないので

　　地域活動のきっかけ作り（起爆）に主体性をおき、活動の側面を支えることをしていくことが大切ではないか。

テーマについて 　・分科会の統合は検討していくべきだと思う。テーマについても再検討していく時期だと考える。

　・コミィニュティというテーマは漠然としていてすべて当てはまる。他の会のテーマと重なっている。

　・「スポーツ」をどのような捉え方をするのか？今後、総合型スポーツクラブの創設も視野に入れた活動も検討してもらいたい。

　　　→事務局案では「スポーツ」という名前でくくらず「健康」という範囲の広い言葉をテーマを検討しています。（事務局）

広報部会について 　・広報部会は、必要と感じる。ぜひ提案していただきたい。地域センターとの連携もできる。協議会の横の連携も期待できる。

　　　→区報ともタイアップして折込を考えていく工夫や新たな試みを広げていける。

　・広報部門の負担を懸念する（構成などをしっかり検討していかないと大変だと思う）

　・広報部が地域のたくさんの情報を共有し交通整理していくことが必要と感じる。

　・地域情報を一括して作成た四谷版広報を区報に折込む構想についても、当初からは難しいだろうが、少しづつ考えたい。

　・配布方法については課題が大きが、しくみを検討していきたい。

　・団体推薦委員として、協議会全体の報告がしづらい。（自分の分科会の報告しかできない）

　　→全体を網羅してタイムリーに広報があるとよいと思う。→その様な意味でも広報部が必要と感じる。

　・地域も団体情報も、分科会情報も横並びで地域の方に提供できることが望ましいと思う。

　・「四谷広報」ひとつあれば地域の情報がわかるということを目標にすべきでないか。

　・今は地域の方がばらばらに出される情報を見ているが、まとめて一本化されれば、便利だと思う。

　・整理した情報、発信する人手、経費、などを合理的に進めていくことが大切。

実行委員会形式
について 　・団体の窓口が自分ひとりであるのは厳しい。実行委員会形式なら（団体のほかの人が関与できる）のでよいと思う。

　・参加していただくことにより、次世代を育てていく場にもなるのではないか。

　地域の将来を考えていくと、次世代の育成が大切だと思う。

組織改正全般に
ついて 　・「発展的解消」がよいのかどうかは区民会議の流れを鑑みると検討の余地がある。

　　第４分科会のみで検討していくのではなく、他の分科会委員の意見も交えながら慎重に考えたい。

　　　→「当然ながら、今のご意見も「役員会」に挙げて、検討していきます。」リーダー発言

○組織改正・規約改正等について役員会案の協議　　　　　○協議会広報誌の編集について

１月２８日（水）　１４：００～　四谷特別出張所　会議室
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次回日程

事務局補足説明

　　　　　　　　　　　　【提案について各委員の主な意見】

リーダー説明


